
 

資料８ 

ジクロロメタン等処理技術 実証試験要領作成の方向性 

 

1. 対象技術について 

本実証試験要領の対象となるジクロロメタン等処理技術とは、鍍金・金属加工業等で使

用されているジクロロメタン等脱脂装置からの蒸気を、吸着、冷却凝縮、（液体）吸収等の

方法により適切に回収する、後付けでの設置が可能な技術（装置等）のことを指す。 
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3. 実証項目の設定 

（１） 蒸気回収性能実証項目 
試験項目 内容 
ジクロロメタン等 
排気濃度 
（Ａ･Ｂ案共通） 

ジクロロメタン等処理装置出口ダクトにおけるジクロロメタン等濃度 

処理率 
（Ａ･Ｂ案共通） 

ジクロロメタン等処理装置入口および出口ダクトにおけるジクロロメタ

ン等濃度から算定される処理率                    

回収率 

（A案）ジクロロメタン等の溶剤削減量及び回収量から算定される移動収
支 
（B案）ジクロロメタン等の溶剤投入量（ジクロロメタン等処理装置への
総流入量）及び回収量から算定される移動収支 

＜参考測定データ＞ 

試験項目 内容 
直接大気放出状況 
（Ａ案のみ） 

脱脂槽周辺の作業者位置における大気中溶剤（フードから吸引されずに直

接大気放出される分）濃度 

回収溶剤の性状・成分 
（Ａ･Ｂ案共通） ジクロロメタン等処理装置によって回収された溶剤の純度 

 

【イメージ】A案 回収率は （B）／{（A）－(A’)} 
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（２） 環境負荷実証項目・運転及び維持管理実証項目 
項目分類 実証項目 

排水中溶剤濃度 

２次生成物発生状況 環境影響 
（Ａ･Ｂ案共通） 

騒音（機器（本体）運転中の騒音） 

消費電力量、燃料消費量 

水消費量 使用資源 
（Ａ･Ｂ案共通） 

その他反応剤等消費量 

実証対象機器の運転・維持管理に必要な人員数と技能 

設置場所の制約条件 

停電・トラブル時の対応 

処理性能の持続性・薬液回収の必要性 

運転及び 
維持管理性能 
（Ａ･Ｂ案共通） 

運転及び維持管理マニュアルの評価 
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